
◎企画予告

杉工場 木の机展／菜の花暮らしの道具店　１月２０日．土―１月２８日．日

mon Sakata 服／うつわ菜の花　２月３日．土―２月１２日．月祝
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どらやき屋
菜の花

うつわ 菜の花

小田原地下街 HaRuNe

和菓子 菜の花
菜の花 ムーンカフェ
菜の花 暮らしの道具店

駅ビル ラスカ内
夢屋・菜の花

茶碗はおもしろい。

作り手の本質が現れ出ているから。

茶碗が気になっていたんですね。もう４０年になります。

井戸茶碗、粉引茶碗。引出し黒、信楽や楽茶碗。異国やアジアの茶碗から現代に生き

ている人のつくる茶碗まで見てきました。

日本には｢茶の湯｣があったことがすごく大きく作用していることだと思います。

だから自分がいざ本当に求めるもの、自分が驚き感動して他の人にも喜んでもらえ

ると思えるものに出会うことはむずかしいのです。

今回紹介する作家の中には４０年以上も井戸茶碗にずーっと取り組んで作ってきた

人、メシ碗しか作らないけれどストレートに色々なワンに挑戦する人。

楽が面白いとスイッチがはいって、黒楽や花柄が楽しみな人。

加賀焼や珠洲焼も最初はどんな土だったのか探求している人。信楽の山里で自然な

形に形造っている人。１３名の人たちはみな、自分の形を求めて作りつづけていて、

いつも自分をはっとさせて来た人たちです。

そんな人たちの「ちゃわん考」です。ぜひその茶碗を見てもらいたい。自分が心引か

れるものをお選び下さい。見て楽しむだけではなく、自分のためにお使い下さい。

２０１８年１月１日　菜の花　髙橋台一

出品作家

岩田 圭介　植松 永次　内田 鋼一　加藤 尚子　隠崎 隆一　キム ホノ　黒田 泰蔵

鯉江 明　辻村 史朗　佃 眞吾　細川 護光　村木 雄児　森岡 成好

ゲスト 海田 曲巷 （茶杓と茶碗）

植松  永次海田  曲巷 内田  鋼一

隠崎  隆一岩田  圭介 キム  ホノ

黒田  泰蔵鯉江  明辻村  史朗

細川  護光村木  雄児森岡  成好



1月２０日. 土 ― 1月２８日.日

２０１８年

定休日２４日 OPEN 11 : 00 ―18 : 00

ht tp ://utsuwa-nanohana . com

小田原市南町 1―3―1 2  電  話 0 4 6 5―2 4―7 0 2 0

小田原駅東口より箱根方面へ向かうバス利用

 ［箱根口］バス停下車徒歩３分

20日15時より、海田曲巷さんと、店主高橋台一が、

茶席をご用意してお待ちしております。

植松  永次 内田  鋼一 加藤  尚子

隠崎  隆一 キム  ホノ 黒田  泰蔵

鯉江  明 辻村  史朗 佃  眞吾

細川  護光 村木  雄児 森岡  成好

辻村  史朗


